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回
収
さ
れ
る
廃
棄
パ
ソ
コ
ン

11 30

【
審
査
項
目
】

●
報
告
　
地
域
防
災
計
画
事
故
対

策
編
の
作
成
に
つ
い
て

市
か
ら
次
の
と
お
り
説
明
が

行
わ
れ
た
。

近
年
の
都
市
化
の
進
展
や
生

活
様
式
の
変
化
に
伴
い
、
住
民
の

命
や
生
活
に
影
響
が
出
る
よ
う
な

事
故
や
事
件
が
多
発
し
、
気
象
災

害
の
防
災
計
画
だ
け
で
は
対
応
で

き
な
く
な
っ
た
。
本
市
で
も
断
水

事
故
の
対
応
か
ら
の
課
題
を
検
討

し
、
事
故
対
策
編
を
作
成
し
た
。

事
故
災
害
の
未
然
防
止
と
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
対
策
、
そ

し
て
発
生
時
の
応
急
対
策
と
復
旧･

再
建
の
た
め
に
、
適
切
な
対
応
で

市
民
の
命
や
財
産
を
守
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
計
画
で
あ
る
。
突
発

的
な
鉄
道
事
故
や
大
規
模
火
災
、

危
険
物
に
関
す
る
事
故
等
で
多
数

の
死
傷
者
が
発
生
す
る
場
合
を
想

定
し
、
市
民
へ
の
情
報
提
供
を
迅

速･

正
確
に
処
理
で
き
る
よ
う
な

体
制
強
化
を
図
り
、
市
民･

行
政･

事
業
者
の
役
割
分
担
の
規
定
等
を

講
じ
て
い
る
。
今
後
も
、
こ
の
計

画
に
沿
っ
て
、
施
策
の
具
体
化
、

修
正
や
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
対

策
に
必
要
な
財
源
問
題
、
集
中
プ

ロ
パ
ン
等
危
険
物
へ
の
対
策
、
高

齢
者
や
身
障
者
等
の
福
祉
避
難
所

に
つ
い
て
の
質
疑
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
自
治
会
と
の
協
力
体
制
の
強

化
、
地
域
の
消
火
設
備
や
日
常
の

訓
練
、
食
糧
備
蓄
の
改
善
等
の
要

望
も
出
さ
れ
た
。

　９月定例会中の総務常任委員会、
市民環境常任委員会、建設水道常任
委員会、文教福祉常任委員会が審査
した内容について、一部をお知らせ
します。

委員会の審査報告9 定月 会例

環

市 民

境

水

建 設

道 福

文 教

祉

【
審
査
項
目
】

●
議
案
第
七
十
号
　
宇
治
市
廃
棄

物
の
減
量
及
び
適
正
処
理
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
を
制
定
す
る
に
つ
い
て

市
か
ら
次
の
と
お
り
説
明
が

行
わ
れ
た
。

資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
平
成

十
五
年
十
月
一
日
か
ら
家
庭
用
パ

ソ
コ
ン
の
再
資
源
化
が
メ
ー
カ
ー

な
ど
に
義
務
付
け
ら
れ
、
ご
み
と

し
て
処
分
す
る
こ
と
な
く
、
回
収

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
メ
ー
カ
ー
等
が
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ

（
社
団
法
人
電
子
情
報
技
術
産
業

協
会
）
を
組
織
し
、
全
国
二
万
カ

所
以
上
の
郵
便
局
を
指
定
回
収
場

所
と
す
る
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
実
施

さ
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
加
盟

メ
ー
カ
ー
の
市
場
占
有
率
は
約
九

十
五
％
と
言
わ
れ
て
い
る
。
残
り

の
五
％
に
つ
い
て
は
自
作
パ
ソ
コ

ン
や
撤
退
メ
ー
カ
ー
等
の
パ
ソ
コ

ン
が
考
え
ら
れ
、
回
収
リ
サ
イ
ク

ル
の
義
務
者
が
存
在
し
な
い
の
で
、

宇
治
市
が
回
収
リ
サ
イ
ク
ル
を
行

う
こ
と
に
な
る
の
を
う
け
、
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
場
合
の
収
集
運
搬
処

分
に
関
す
る
手
数
料
を
定
め
る
た

め
、
所
要
の
条
例
改
正
を
行
う
も

の
で
あ
る
。
対
象
機
器
に
つ
い
て

は
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
本
体
、
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
京

都
府
下
で
の
料
金
設
定
に
つ
い
て

の
質
疑
が
行
わ
れ
た
後
、
全
会
一

致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

事故災害を未然に防止
＜情報提供を迅速・正確に＞

廃棄パソコン処分料を徴収
＜パソコン再資源化に伴い＞

保育所民営化移行を論議
＜効率的な保育所運営を推進＞

開関連面整備工事の請負契約
＜入札は有効＞

決 議 ・ 意 見 書 （要旨） 国会及び政府、関係機関
に送付しました。

戦
闘
状
態
の
続
く
イ
ラ
ク
へ
の
自
衛

隊
派
遣
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

【
審
査
項
目
】

●
議
案
第
七
十
二
号
　
宇
治
市
公

共
下
水
道（
洛
南
処
理
区
）開
関
連

面
整
備（
羽
拍
子
そ
の
２
）管
渠
建

設
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る

に
つ
い
て

市
か
ら
次
の
と
お
り
説
明
が

行
わ
れ
た
。

本
議
案
は
、
平
成
十
五
年
六

月
九
日
に
、
一
般
競
争
入
札
が
執

行
さ
れ
、
そ
の
請
負
契
約
を
締
結

す
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。本

工
事
は
、
府
道
城
陽
宇
治

線
沿
い
、
羽
拍
子
一
部
地
域
の
面

整
備
工
事
で
、
工
事
延
長
六
二
四
・

五
メ
ー
ト
ル
を
施
工
す
る
も
の
で
、

完
成
は
一
七
年
三
月
二
十
九
日
を

予
定
し
て
い
る
。
な
お
、
本
件
の

入
札
に
あ
た
っ
て
は
、
市
が
事
前

に
公
表
し
た
予
定
価
格
の
低
入
札

調
査
基
準
額
を
下
回
っ
た
た
め
、

低
入
札
価
格
調
査
委
員
会
で
調
査

を
行
っ
た
結
果
、
履
行
可
能
と
判

断
さ
れ
た
。
ま
た
、
調
査
過
程
で

市
が
積
算
し
た
材
料
の
単
価
を
見

誤
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
が
、

宇
治
市
財
務
規
則
で
は
、
入
札
は

有
効
に
成
立
を
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
委
員
か
ら
は

再
発
防
止
や
改
善
の
具
体
的
な
対

応
、
市
政
に
対
す
る
信
頼
回
復
に

つ
い
て
、
事
業
者
に
対
す
る
説
明

責
任
、
予
定
価
格
を
変
え
て
再
入

札
す
べ
き
な
ど
の
質
疑
が
行
わ
れ

た
。
次
に
、
日
本
共
産
党
宇
治
市

会
議
員
団
委
員
が
反
対
討
論
を
行

っ
た
後
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

た
。

【
審
査
項
目
】

●
報
告
　
保
育
所
の
民
営
化
に
つ

い
て市

か
ら
次
の
と
お
り
説
明
が

行
わ
れ
た
。

当
面
の
民
営
化
推
進
の
考
え

方
と
し
て
、
効
率
的
な
保
育
所
運

営
の
推
進
と
総
合
的
な
子
育
て
支

援
施
策
の
充
実
を
基
本
と
し
、
平

成
二
十
二
年
度
ま
で
に
数
カ
所
の

民
営
化
を
検
討
す
る
。
民
営
化
の

目
的
と
し
て
、
�
待
機
児
童
対
策

と
し
て
の
乳
児
定
数
の
増
、
�
保

育
時
間
の
延
長
、
�
地
域
や
家
庭

で
の
子
育
て
を
支
援
す
る
体
制
の

整
備
の
三
点
に
つ
い
て
充
実
を
図

る
こ
と
と
す
る
。

民
営
化
先
、
運
営
主
体
に
つ

い
て
は
、
保
育
所
運
営
に
実
績
あ

る
社
会
福
祉
法
人
と
し
、
土
地
は

無
償
貸
与
、
建
物
は
無
償
譲
渡
と

す
る
。
引
き
受
け
法
人
に
つ
い
て

は
、
関
係
者
で
構
成
す
る
選
考
会

議
を
設
置
し
て
決
定
す
る
。

民
営
化
に
伴
う
保
育
士
等
の

引
き
継
ぎ
を
円
滑
に
行
う
た
め
、

社
会
福
祉
法
人
と
市
の
職
員
が
一

緒
に
保
育
に
当
た
る
引
継
ぎ
保
育

を
適
切
な
期
間
行
う
。
民
営
化
に

移
行
す
る
時
期
は
、
平
成
十
七
年

四
月
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
委
員

か
ら
、
営
利
優
先
で
保
育
レ
ベ
ル

が
低
下
し
な
い
か
、
引
き
受
け
法

人
選
定
会
議
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は

誰
な
の
か
、
な
ぜ
公
営
で
は
効
率

が
悪
い
の
か
、
こ
の
計
画
の
位
置

付
け
は
ど
う
な
の
か
、
な
ど
に
つ

い
て
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

米
英
軍
に
よ
る
武
力
行
使
に
よ

っ
て
多
く
の
市
民
が
殺
さ
れ
た
イ

ラ
ク
で
は
「
戦
闘
地
域
と
非
戦
闘

地
域
に
分
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
い
う
事
態
が
進
行
し
て
い
る
。

小
泉
首
相
は
米
軍
の
い
る
と
こ
ろ

す
べ
て
が
戦
闘
地
域
と
な
り
得
る

イ
ラ
ク
へ
自
衛
隊
員
を
送
り
出
そ

う
と
し
て
い
る
が
、
襲
撃
の
標
的

に
な
る
こ
と
は
十
分
に
予
測
さ
れ

る
。
よ
っ
て
、
政
府
は
イ
ラ
ク
へ

の
自
衛
隊
派
遣
を
や
め
る
よ
う
強

く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

高
額
療
養
費
の
返
還
（
償
還
）
制
度

の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
　
　
　

医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
の

見
直
し
は
、
や
む
を
得
な
い
面
が

あ
る
が
、
一
部
負
担
が
一
定
額
を

超
え
た
分
が
返
還
さ
れ
る
高
額
療

養
費
制
度
は
、
非
効
率
で
不
親
切

な
制
度
で
あ
る
。
�
還
付
額
を
対

象
者
に
通
知
す
る
こ
と
、
�
還
付

の
際
、
患
者
の
窓
口
負
担
の
軽
減

を
図
る
こ
と
、
�
一
部
負
担
の
合

計
が
著
し
く
高
額
に
な
る
場
合
に

も
上
限
額
を
設
定
す
る
「
医
療
・

介
護
高
額
療
養
費
制
度
」
を
設
け

る
こ
と
、
を
政
府
に
要
請
す
る
。

九
月
二
十
日
に
強
行
さ
れ
た
ア

メ
リ
カ
政
府
に
よ
る
未
臨
界
核
実

験
は
、
ま
こ
と
に
遺
憾
な
行
為
で

あ
る
。

宇
治
市
議
会
は
、「
核
兵
器
廃

絶
平
和
都
市
宣
言
」
を
決
議
し
、

核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平

和
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、｢

未
臨
界
核
実
験｣

に
対

し
て
強
く
抗
議
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、政
府
は
、ア
メ
リ
カ
政
府
に

対
し
、毅
然
と
し
た
態
度
で
臨
む

こ
と
は
も
と
よ
り
、核
兵
器
廃
絶
に

向
け
て
積
極
的
な
役
割
を
果
た
さ

れ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

青
年
の
雇
用
対
策
の
抜
本
的
強
化

を
求
め
る
意
見
書
　
　
　
　
　
　

若
年
層
の
雇
用
問
題
は
、
緊
急

焦
眉
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
年
々

早
ま
る
就
職
活
動
が
、
大
学
で
の

勉
学
に
大
き
な
支
障
を
き
た
し
て

い
る
。
よ
っ
て
国
及
び
政
府
に
お

か
れ
て
は
、
企
業
に
対
し
積
極
的

に
若
者
を
雇
用
す
る
よ
う
強
く
働

き
か
け
る
と
と
も
に
、
職
業
訓
練

制
度
や
訓
練
貸
付
制
度
の
創
設
、

奨
学
金
返
済
の
繰
り
延
べ
や
減
免

制
度
の
導
入
な
ど
実
情
に
あ
っ
た

き
め
細
か
な
施
策
を
実
施
す
る
よ

う
強
く
要
請
す
る
。

保
険
料
引
き
上
げ
、給
付
減
額
を
柱
と
す

る
年
金
「
改
革
」
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

社
会
保
障
審
議
会
は
、
保
険
料

収
入
の
範
囲
内
に
給
付
を
抑
え
る

「
保
険
料
水
準
固
定
方
式
」
の
導

入
を
求
め
た
。
年
金
給
付
に
つ
い

て
は
、
少
子
化
の
進
行
な
ど
と
連

動
さ
せ
て
、
自
動
的
に
削
減
す
る

の
が
適
当
だ
と
し
た
。
ま
た
、
基

礎
年
金
の
国
庫
負
担
割
合
の
引
き

上
げ
の
財
源
と
し
て
消
費
税
を
引

き
上
げ
る
な
ど
国
民
へ
負
担
を
押

し
つ
け
て
は
、
国
民
の
暮
ら
し
は

苦
し
く
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
こ
の
年
金
「
改
革
」
の
中

止
を
政
府
に
対
し
強
く
求
め
る
。

携
帯
電
話
の
利
便
性
の
向
上
と
料

金
引
き
下
げ
を
求
め
る
意
見
書
　

「
携
帯
電
話
の
利
便
性
の
向
上

と
料
金
の
引
き
下
げ
」
の
観
点
か

ら
、
�
携
帯
電
話
会
社
を
変
更
し

て
も
、
従
来
の
番
号
を
利
用
で
き

る
「
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
番

号
持
ち
運
び
制
度
）
」
の
導
入
、

�
導
入
ま
で
の
当
面
の
措
置
と
し

て
、
携
帯
電
話
会
社
を
変
更
し
た

場
合
、
契
約
変
更
先
の
携
帯
電
話

番
号
を
通
知
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
、
�
通
話
料
の
一
層
の
引
き
下

げ
、
の
三
項
目
実
現
の
た
め
、
税

制
上
の
支
援
な
ど
の
環
境
整
備
を

図
る
よ
う
国
に
要
請
す
る
。

アメリカ政府の未臨界
核実験に反対する決議

か
ん 

き
ょ


